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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・本日、病棟内にてバルサンの散布を終了しています。

・７日～１５日までのアルコール依存症治療プログラム実施担当予定表を作成しています。他病棟のスタッフへの協力も予定しています。各自確認してください。

・吉田　光良様～精神症状沈静化の為、本日保健所へ措置入院解除の承諾書を提出しています。医療保護入院への切り換えは10日を予定としています。

・庄子　まさ子様～職場の方が面会時「早めに、職場復帰して欲しい」と本人へお話があり、娘様も、先週末の外泊で本人に対し良い印象を持たれています。今週末の外泊訓練時に今後についてどうするか相談する様伝えています｡6日Ａ棟勤務に付いたスタッフは、どのような方向で検討していくのか娘様に確認し、主治医へ報告していきましょう。

（部屋移動）

・北山　幸博様～24号室→28号室

・冨田　司　様～24号室→23号室

・駒木　洋士様～23号室→24号室（湿疹・痒掻感の訴え聞かれる為）

以上の患者様が部屋移動となっています。全身状態の確認していきましょう。

（皮膚科診察）

・平　京子　様～急性湿疹持続の為、臨時薬が継続処方となっています。

・宮　陽子　様～2）急性湿疹　　顔面　　デルモゾールGクリーム　4g追加処方

・木ノ下ツヨ様～2）急性湿疹　　躯幹・両下肢　デルモゾールG軟膏　10g追加処方

・駒木　学　様～1）急性湿疹　　臀部　　デルモゾールG軟膏　4g追加処方

・奥寺　徹　様～1）急性湿疹　　躯幹　　デルモゾールG軟膏　10ｇ新規処方

・村松　茂治様～1）白癬　　両足・両爪　　ラミシール　4ｇ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内服＝ラミシール1T　1×朝　以後定期処方

· 濱谷　正志様～3）急性湿疹　左耳→治癒の為止めとなります。

・本田　英之様～3）疥癬の疑い　全身　　オイラックスBB軟膏　10g・六一○ハップ浴追加処方

病棟内での対応→・食事は個室で食べて頂く。

　　　　　　　　・私物は必要最低限の物を置き、他は全て持ち帰って頂く。

　　　　　　　　　飲み物は冷蔵庫、食べ物はスタッフオフィスでの管理とする。

　　　　　　　　・タバコは禁止。

　　　　　　　　・買い物は、必要時代理行為とする。

　　　　　　　　・完治するまで外出泊は禁止。

　　　　　　　　・入浴はA棟の入浴場にて毎日行う。※10分以上湯に浸かって頂く

　　　　　　　　　　　　（月・水・金は一番最後、火・木・土・日は空き時間）

　　　　　　　　・衣類交換は毎日着ている衣類を行い、熱湯消毒後洗濯とする。

　　　　　　　　・寝具は週に1回交換し、袋に個別に分けてダニアースを散布する。

　　　　　　　　・極力自室より出ないよう説明する。

　　　　　　　　・完治まで特別プログラムを実施する。（2月4日まで提出済み）

※スタッフ統一し、疥癬対策を行っていきましょう。

※疥癬疑いの患者様は早めに長期のプログラム不参加届を提出し、休んで頂く様にしまし

ょう。

＜作業報告＞

・本多　富美様～現在は編み物（携帯入れ）を行っています。まずは決まった時間に作業に参加し、生活リズムを整えていく事を目標とし、本人飽きやすい様子もある為、最後まで行う様、声掛けしていきましょう。

また人と関わる事を嫌がっていますが、今の所は共同作業を熱心に行う

事できています。身体的不調聞かれた場合は、体温測定等を施行し、熱

がない事を本人と確認し最後まで参加さて頂く様説明していきましょう。

　　　　　　病棟→転入当初は、自ら他者へ話し掛けている姿見られており、交流は持てている様子です。やや就床時間の遅れが見られているので、日中は体を動かしたりなど生活リズムの改善を促していきましょう。

・清川　厚子様～少しでも思い通りにいかない事があると「やらない」と話し、自己中心的な言動が聞かれています。又、やりたい事はいっぱいある様で、一つの事を途中で投げ出し、最後まで行う事出来ていない状態です。現在作業では編み物とパソコンを希望し、行っていますが、編み物ではすぐ投げ出しそうになるので、最後まで行う様促していきましょう。保清面に関しては、髪のフケが目立つので病棟スタッフの介入お願いします。

　　　　　病棟→転入当初は、分からない所はスタッフへきちんと聞く事出来ています。保清面では、日常生活支援導入予定としています。

・下野　正男様～作業では、気分転換、ストレス発散を図ると共に家でも行う事ができる趣味を見つける事を目標としています。現在は漢字のプリントを行っており、積極的な姿が見られています。

　　　　　病棟→本人の問題点としては、余暇時の一人での過ごし方だと考えられます。本人は断酒に関し、「飲もうとは思わないわけではない」と話されている為、趣味をもつきっかけをつかめる様関わっていきましょう。

現在西病棟では疥癬疑い・湿疹の患者様４名（本田　英之様、駒木　洋士様、木ノ下　ツ

ヨ様、松橋　清子様）は参加中止となり、完治次第参加復帰となります。

＜Dr千葉担当患者様NCP評価・検討・ケースカンファレス＞

・中野　三恵子様～昨日、家族面談予定でしたが、ご家族の都合で中止となっています。薬剤調整で２週間様子を見て、2月16日以降旦那様に来院して頂く予定です。又、週に1回の割合で採血の指示が出ています。

· 堀内　泰子様～退院に関する幻聴・妄想に左右された言動・行動目立ち、以前より「2　　　　　　　月2日退院だ」と幻聴に左右された言動聞かれています。食事拒否、不　　　　　　　眠、服薬については、拒否的発言ありましたが再三の促しによって服用　　　　　　　されています。本人の訴えを傾聴しながら、それは病気の症状である事　　　　　　　を伝え、自分の症状を認識して頂く様関わっていきましょう。又、時折　　　　　　　出入り口に立って家族を待っている姿が見られます。オートドアの開閉　　　　　　　時には、離院に注意していきましょう。

・下村　藤江様～週に一回で、糖尿病の勉強会を行っていますが、メモも取らず、ボーっと見ているだけで、理解する姿勢が欠けた様子見られています。今後は、必ず前回行った内容を復習してから本題に入る様にしてください（復習プリントあり）。又、テキストを作成しているのでケアワーカーも確認し、日曜日以外でも本人へ糖尿病に関する質問をしていき、自覚を持たせる様関わっていきましょう。テキストはＡ棟スタッフオフィスの置いています。

他者への干渉は継続して見られており、他罰的な発言聞かれています。人の事を考え、行動出来るよう話し掛けていきましょう。

